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科学技術の進歩にともない，医学の領域でもつぎ、つぎ な状態である。肝吸虫症にしても，おとなりの韓国には 
と新しい高度の技術がとり入れられている時代に，私の 100万人以上の患者があり， その治療法がないまま放置
専門とする寄生虫学などはもう不必要になるのではない され，私どもは現在，日本住血吸虫症および肝吸症の治
かと蔭ながら心配して下さる方もあり，また私共の学会 療薬の開発に全力をそそいでいるところである。
のなかでも，今のうちに何とかしなければ，この宇宙時 最近のように航空機の発達により，わが国でも間もな
代にとり残されるのではないかと，その将来を憂えてい く海外渡航者は年間 100万人を越えるであろうといわ
る人も少くない。 れ，世界中では 1975年頃には 5億 5千万人以上の人々が
しかし，私は，このことについては少しも心配してい 海外を往復することになるといわれている。それに伴っ
ない。なぜなら，この地球上に棲む人口のり3以上の人々 て，寄生虫や伝染病の心配のなくなった国々へも再びこ
はまだ文明の恩恵も充分受けないまま日々の生活に追わ れらの疾病が侵入する危険性は益々増大してくるであろ
れ悪疫と戦っており，この人達を救うことこそ医学の使 う。つい最近も， ドイツやアメリカで，アフリカからの
命と考えているからである。 帰国者が発病し， あれこれ手当をしているうちに死亡
マラリアにしても， 1950年以来， WHOの努力で， し，剖検したところマラリアであったという報告もなさ
その流行地はせばめられてきているとはいえ，今なお 3 れている。
億 7千万人以上の人々がマラリア感染の危険にさらされ 時代の先端をいく科学を専攻する者が増加し，そのた
ているという。しかも，マラリアの治療剤に対しても， めの研究所の設立も結構であるが，この際もっとも原始
これに抵抗性をもっマラりアの発生が各地でおこりつつ 的な寄生虫病や細菌ビールスによる伝染性疾患の研究も
ある。 益々必要になってくるということを医学者は認識してほ
私の専門とする吸虫類の疾患にしても，住血吸虫症 しいものである。わが大学にも将来熱帯医学あるいは熱
は，南米，アフリカ大陸あるいは中国大陸には l億 4千 帯病の研究所が設立され海外へ雄飛する人達が出てくる
万人以上の患者があり，ほとんど手のつけられないよう ことを心から願うものである。
*千葉大学医学部寄生虫学
